
山本 浩一（大阪大学大学院医学系研究科 老年・総合内科学 教授）

高齢者の内在性能力向上、疾患予後改善に向けた新しい評価法の開発と社会実装を目指しています。
産学連携により既存の概念を覆すシナジー効果が生まれることに期待しています。

事業紹介

高齢者のデジタル機能評価を臨床で実装する産学連携研究

リアルタイム血圧計測
システム
(Arblet社、2024PMDA承認)

臨床使用実現に向けた
臨床試験実施中

自由行動下でバイタル測定とフレイ
ル評価を同時に行うシステムを開発
する臨床研究

高齢者の就労安全を管理する
デジタルシステムの開発研究
(2025 大阪万博で検証研究実施)

行動軌跡情報

行動分析センサー
(コニカミノルタ社）

健常-要介護までの高齢者の
機能状態を評価できるデジタル
システムの多施設共同研究

AMED長寿科学研究開発事業

ウェアラブルバイタル測定システムを
応用したデジタルフレイル評価法
の開発

天井カメラを用いた高齢者の
要介護度判定システムの開発

アイトラッキング式認知機能
評価法の開発

本シーズをもとに
大阪大学発ベンチャー設立
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